
１．事業概要

２．歳出支出済額及び財源内訳

事業費節別財源内訳

４．コスト分析

行政費用 A

(1)現金を伴う支出　　 （千円）

(2)現金を伴わない支出 （千円）

①減価償却費

②退職給与引当金繰入額

③不納欠損額

④その他 ( )

※1 事業費（支出済額）・・・令和元年度以前の事業費は、支出済額から非常勤報酬額（「②会計年度任用職員の報酬等」欄の数値）を除いた額
※2 常時勤務職員等の給与等・・・任用形態別の平均給与に人工数を乗じ算出
※3 会計年度任用職員の報酬等・・・令和元年度以前の数値は、非常勤職員報酬額を示すもの
※4 退職金相当額・・・年度内に発生した退職金総額を年度当初一般職員数で除し、事業に従事する一般職員数を乗じたもの

- - - -

上記指標名の設定ができない理由
補助金の支払いを主とする事業の性質上、数値化に適さないため。

-
単位

-
単位

-
単位

市民１人あたりの負担額  A/人口　（円） 47.49 429,317 47.32 433,060 47.36 435,121 46.72 438,968
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-
単位

-
単位
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0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

-11 1 0 0

0

-11 1 0 0

1,010 944

②会計年度任用職員の報酬等 0 0 0 0

①常時勤務職員等の給与等 917 914

③退職金相当額

0

人件費合計（①＋②＋③） 964 972 1,064 986

事業費（支出済額） 19,434 19,521 19,543 19,523

償還金利子 0 0 0

47 58 54 42

令和3年度

支
出

20,387 20,494 20,607 20,509

20,398 20,493 20,607 20,509

一般財源 19,523　千円

会計年度任用職員(配置数) 0.00人

コ
ス
ト

　年　度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

財
源
内
訳

R3年度
支出済額

費　　目 支出済額　（千円） ３．事務事業に関わる職員数（任用形態別）
分担金・負担金 令和3年度

19,523

千円 県支出金 合計 0.10人工
その他 （　　　　　　　　　　　） ※再任用・任期付（フルタイム勤務）を含み、会計年度

（フルタイム勤務）を除く

常時勤務職員※ 0.10人工
19,523 国庫支出金 短時間勤務職員（再任用・任期） 0.00人工

使用料・手数料

歳
　
　
　
出

R3年度
支出済額

事業費節別内訳

費　　目 支出済額　（千円） 主な内容

負担金補助及び交付金

根拠法令等 その他（要綱等） （公財）藤沢市まちづくり協会運営補助金交付要綱

事業実施内容

（公財）藤沢市まちづくり協会において、行政の状況及び事務内容に精通した人材を活用し、適切な運営管理を行い、
費用の一部を助成した。

千円

19,523　千円 （公財）藤沢市まちづくり協会運営補助金

平成 13 年度 終了（予定）年度
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事務事業名 （公財）藤沢市まちづくり協会運営管理費補助金 担
当
課

部課名 計画建築部建設総務課

予算科目コード

藤沢市　令和４年度事務事業評価シート簡易版（令和３年度分） No. 2

対象 ３．団体 （公財）藤沢市まちづくり協会 1 団体

未定 年度 事業の性質 任意自治事務

事業概要

魅力ある都市形成と豊かな地域社会の実現のための事業等を行い、地域社会の健全な発展と市民の福祉の増進に寄
与することを目的としている（公財）藤沢市まちづくり協会に対して運営管理費（人件費）の一部を助成する。

課等の長 平田　良祐 電話 4113

事業開始年度



　

５．事務事業の評価と今後の方針

６．部長確認欄

2 - 2

部名 計画建築部 氏名 三上　雅之 確認日 2022/8/17

事業の方向性 　現状維持

今
後
の

方
針

公
平
性

事務事業の公平性は高いか 高

そ
の
他

上記評価の視点以外に、特記すべき内容 無

高

効
率
性

事務事業の実施にあたり、効率性は高いか 高

評
価

評価の視点と具体的内容

必
要
性

藤沢市がこの事務事業に対し支出する必要性は高いか 高

有
効
性

事務事業の実施手法の有効性は高いか


